
飼育委員の児童や職員の方などを対象に、獣医師が学校等を訪問し、動物とのふ

れあい方や飼育方法についてお話します。

ご希望の場合は電話又はメールにてお申し込みください。

学校等飼育動物
無料訪問アドバイス

☑ 園児や児童に正しいふれあい方や飼育方法を教えていますか？

☑ 動物の数や種類は施設の規模や飼養能力に合っていますか？

☑ 異種又は複数の動物を同じケージ等で飼う場合、事故等のない組合せになっていますか？

☑ 飼育方法等について獣医師等の指導や助言を受けていますか？

☑ 休日等の給餌給水や温度管理等は適切に行われていますか？

☑ 部外者に動物が傷つけられたりいたずらされないよう配慮されていますか？

☑ 地震、火災等の対策はしていますか？

学校等での動物の飼養には、動物愛護管理法に基づく「家庭動物等の飼養及び保管に

関する基準」により遵守事項が定められています。

お申込先

吹田市健康医療部衛生管理課（保健所内）

担当：動物愛護グループ

電話：06－６３３９－２２２６

E-mail：e-kanri@city.suita.osaka.jp

訪問の内容等はお打合せさせていただきます。

チェックしてみて
ください。

ご存じですか？「動物愛護管理法」

動物の正しい飼育
できていますか？

mailto:e-kanri@city.suita.Osaka.jp


以下のホームページに詳しい情報が掲載されています。飼育方法の参考にしてください。

「学校における望ましい動物飼育のあり方」（文部科学省委嘱日本初等理科教育研究会）

「学校飼育動物の診療ハンドブック」（日本獣医師会）

「動物の愛護と適切な管理」（環境省）

「家庭動物等の飼養及び保管に関する基準」（環境省）

「飼養衛生管理基準について」（農林水産省）

「動物由来感染症を知っていますか？」（厚生労働省）

「学校で飼育されている鳥が死亡した場合の取扱いについて」

「動物園等における飼養鳥に関する高病原性鳥インフルエンザへの対応指針」（環境省）

飼育に法令の手続きが必要な動物があります

高病原性鳥インフルエンザって？

毎年冬になると国内の野鳥に高病原性鳥インフルエンザが発生しています。必要以上に心配する必要は

ありませんが、飼育鳥に連続して複数死亡するなどの異常がみられた場合は保健所にご連絡ください。

～ 鳥インフルエンザを予防しましょう ～

☑屋外の場合、野鳥の侵入や糞の落下などをネット等でふせぎましょう。

☑世話をするときは、手袋、マスク等を着用し、靴の履き替えを行いましょう。

☑掃除の後や鳥やフンに触ったときは石鹸で手を洗い、うがいをしましょう。

人にうつるの？

通常ヒトには感染しませんが、感染鳥のフンや羽毛を吸い込むなど、濃厚

接触をした場合などにきわめて稀に感染し重篤な症状を起こします。

飼育の注意点は？

狂犬病予防法に基づく飼い犬登録 保健所にお問い合わせください。

トリの感染症で、鶏の大量死等の産業被害が問題になっています。

鳥類を飼育している学校、幼稚園、保育園等へのお願い

家きん（鶏、あひる等）、豚、ヤギ、羊等

家畜伝染病予防法に基づく定期報告書

大阪府家畜保健衛生所にお問い合わせください。

電話：072-458-1151

牛・馬・豚１頭以上、ヤギ・羊４頭以上 等

化製場等に関する法律に基づく飼養又は収容許可

飼育開始前に保健所までお問い合わせください。

電話：０６－６３３９－２２２６

犬
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